
機械工学科では、それぞれの科目を効率よく学習する

ために、上図のように各科目に関連性をもたせ学習して

いきます。（Ａ）の技術者倫理学習目標では、「機械工学

インセンティブ」科目において、機械工学を学ぶ上での

意義や、エンジニアとしての自覚を与えます。（Ｂ）の

専門基礎科目では、専門科目を学ぶ上で必要になる基礎

学力を身につけ、また「機械工学スタディ・スキルズ」

において、どのように学習していけばよいのかを学びま

す。そして（Ｃ）から（Ｅ）の専門科目で、それまで学

んできた能力をもとに、エンジニアとして必要な専門能

力を身につけていくことになります。

学習・教育
目標

授業科目名
１年次 ２年次 ３年次 ４年次

前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期

（Ａ）

技術者倫理
学習目標

（Ｂ）

専門基礎学力

（Ｃ）

専門４力学

工業力学系
材料力学系
熱力学系
流れの力学系

（Ｄ）

専門
（電気・制御系）

（Ｅ）

専門
（工作系）

（Ｆ）

実験・製図

（Ｇ）

ゼミ・総合力

■＝必修科目 ■＝選択必修科目 ■＝専門基礎教育科目 ■＝選択科目

機械設計製図
ⅠＡ

機械設計製図
ⅠＢ

機械設計製図
ⅡＡ

機械設計製図
ⅡＢ

CAD/CAM

機械工学
インセンティブ

機械工学
実践演習

コンピュータ
プログラミングⅠ

コンピュータ
アプリケーション

コンピュータ
プログラミングⅡ

エンジニアリング
アナリシスⅠ

エンジニアリング
アナリシスⅡ

数理統計学Ⅰ微分方程式Ⅰ

工業数学入門

微分積分学Ⅱ
線形代数学Ⅱ
数学演習Ⅱ

機械工学スタ 
ディ・スキルズ

線形代数学Ⅰ
微分積分学Ⅰ

数学演習Ⅰ

物理学Ⅱ演習
物理学Ⅱ

熱力学Ⅲ 伝熱工学Ⅰ

内燃機関

伝熱工学Ⅱ

流体工学Ⅰ 流体工学Ⅱ
流れの力学演習Ａ
流れの力学Ⅰ

流れの力学演習Ｂ
流れの力学Ⅱ

自動車運動力学 先進自動車システム
振動工学Ⅰ 振動工学Ⅱ

工業力学演習Ｂ
工業力学Ⅱ

工業力学演習Ａ
工業力学Ⅰ

物理学Ⅰ演習
物理学Ⅰ

メカニクス基礎

材料力学Ⅲ
FEM構造解析

弾性学Ⅰ

軽量構造力学

弾性学Ⅱ
材料力学演習Ａ
材料力学Ⅰ

材料力学演習Ｂ
材料力学Ⅱ

熱力学演習Ａ
熱力学Ⅰ

熱力学演習Ｂ
熱力学Ⅱ

流れの力学Ⅲ 数値熱流体工学入門

電気の基礎Ⅰ 計測工学電気の基礎Ⅱ

フィードバック
制御の基礎

ダイナミックシステム

システム工学

ロボット工学

混相流工学

熱流体工学

基礎化学

機械工作法Ⅰ

機械要素Ⅰ

機械工作演習

機械の材料 塑性と加工 生産システム

機械工作法Ⅱ 精密加工学Ⅰ 精密加工学Ⅱ

機械要素Ⅱ

機械工作実習
Ａ

機械工作実習
Ｂ

機械工学実験
ⅠＡ

機械工学実験
ⅠＢ

機械工学実験
ⅡＡ

機械工学実験
ⅡＢ

基礎化学実験
基礎物理学実験

卒業研究

機械工学
特殊講義Ⅰ

機械工学
特殊講義Ⅱ

機械工学ゼミナール

線形システム制御

ガスタービン

機械工学実験
ⅠＢ

機械工学実験
ⅠＡ

科目関連図

基本的にはこのフローチャ

ートの順に履修することが

望ましいが、専門教育科目

のうち選択科目に関して

は、下記の４年次に記載さ

れている科目を３年次に履

修することも可能である。

機械工学総合演習

機械教室
テキストボックス
日本大学理工学部機械工学科




